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ケーブルテレビの整備と活用～「テレビ」と「携帯電話」と「インターネット」～
今月は、「インターネット」を巡る最近の情勢や課題について、その概要を説明します。

インターネット
１．高速インターネットから「超高速インターネット」へ
　高速インターネット（DSLアクセスサービス）の利用者が急増しており、本年度7月末
現在における全国の世帯普及率は27.4%、島根県は18%です。
　これまでは、電話線を使ったＤＳＬアクセスサービスやCATV(ケーブルテレビ)アクセ
スサービスなど、数メガ～数10メガのサービスが多かったのですが、最近は各家庭まで
光ファイバーを引き込むサービス（ＦＴＴＨアクセスサービスと呼ばれる100メガの超高
速インターネット）の利用者が急増しています。
　使い方は、電子メールや情報検索などの利用のほか、最近ではネットショッピングやゲ
ーム、ブログと呼ばれる個人の情報発信も盛んに行われています。
　また、光ファイバーを使って、インターネットだけでなく映画・専門番組等の映像配信
や電話などのサービスも受けられるようになりました。
　企業活動においても分野を問わず需要は増しており、例えば製造業で相手と精密な図面
データをやりとりするなど、超高速回線が必要とされる場合が多くなっています。もはや
水道と電気だけでは企業誘致はできません。

２．地理的格差の解消
　仁多地域では、これまで補助事業を行ってきた結果、ＤＳＬアクセスサービスにより、
全地域でブロードバンドが使える環境が整っています。一方、横田地域では、民間事業者
によるＤＳＬアクセスサービスがありますが、馬木地区など残された地域の解消が大きな
課題です。
　また、現在の潮流は「超高速化」ですが、県内での普及はまだ３％の水準です。（松江、
出雲市部を中心に大手通信事業者の光ファイバーサービスが展開されている）
　総務省では、①2010年までにブロードバンド・ゼロ地域を解消、②2010年までに次世
代双方向ブロードバンド（上り30メガ級以上）を90%以上の世帯で利用可能にという二つ
の目標を掲げました。
　「『超高速』なんていらない。今の『高速』で十分だ」という意見もありますが、つい
数年前までは「高速インターネットなんて必要ない」と言われていました。それが今や国
民の4割が利用するサービスに成長しているのです。横田地域においては、ケーブルテレ
ビ施設整備を行うにあたり、各家庭まで光ファイバーを引き込むFTTHサービスにより実
現します。

３．インターネットをもっと使ってみては
　「島根県は高齢化率が高い。お年寄りはインターネットなんて使わないのでは」とも言
われますが、奥出雲町は「しまね・まめなかねット」により、高齢者の利用率は比較的高
く、阿井地区の「シルバーパソコン倶楽部福寿草」のようにＩＴを利用して元気に活動し
ているお年寄りもたくさんおられます。
　ＩＴは我々の生活を便利にし、豊かにしてくれます。奥出雲町では、ＩＴ講習会など住
民のＩＴ利活用を推進していく取り組みを今後も積極的に進めていきます。
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横田公民館事務所の移転について
　横田公民館の事務所を横田コミュニティセンター事務室内へ移転しました。電話番号はこ
れまでと変更ありません。（52―0949）


